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山口 陽平 審査結果の要旨 
論文審査の結果の要旨 
 平成 30 年 3 月 30 日午後 7 時より主査松居、副査 3 名（佐々木惇、高尾昌樹、内野晃）全員出
席にて山口陽平先生の学位審査を開始した。学位申請論文は、乙種であり、2017 年 10 月 9 日に
Journal of the Neurological Science に電子版掲載された[Multiple simultaneous intracerebral 
hemorrhage: clinical presentations and risk factors]である。 
 本研究では、2011 年 4 月から 2014 年 9 月までに入院・治療した脳内出血患者を対象に単発の
ICH と多発 ICH(MSICH)を統計学的に比較し後者の臨床所見上の特徴および危険因子について
解析した。結果は、MSICH に高血圧治療歴の少ない患者が優位に多かったが、その他の臨床所
見には有意差は認められなかった。申請者は、特に MSICH の２段階的な発症メカニズムに関し
て強調した。 
 申請者の presentation に引き続き審査員から以下の様な質問がなされた。 
① 高血圧性脳内血腫の成因論について確認され、MSICH には病理学的にどのような特徴がある
のか？ 
② MRI（T２*）で認められる MBs との関連は如何なのか？ 
③ 大きい出血が先で小さい出血が後である合理性はなにか？ 
④ ２段階式な出血であるという証拠は何か？ 
⑤ 出血部位の特徴があるのか? 
⑥ 病理学的に採取された組織で単発・多発間に相違はあるのか? 
⑦ 発生率が発生率が５.6％ であることを今回の新しい発見としてもっと強調しては如何か？ 
⑧ 将来的にどのような方法でさらなる研究を続けていくのか？ 
引き続き、各審査員から結構難解な質問が浴びせられたが、真摯にかつ正確に答えていました。 
ただ、当該論文中の研究期間と倫理審査申請書内の研究期間に齟齬があり研究家委員会で再度
審議することになった。 
総合的に見て、教育および知識レベルの高さ、そして人格的にも非常に優れている事から本学
の学位を授与するのにふさわしい研究者であると判断しました。 
 
追記 
審査に際して、委員のお一人から「倫理審査用の書類での期間と論文内の期間が異なる」との指
摘がありました。 
2011 年 4 月から 2014 年 9 月（論文内の期間） 
2012 年 4 月から 2014 年 9 月（倫理審査用の書類） 
添付書類（上申書と決定通知書）に示すように倫理審査用の書類に記載された期間は、単純な記
載ミスであることが判明しました。研究期間としては、2011 年 4 月から 2014 年 9 月（論文内の
期間）が正しいことに関して、申請論文の指導教員および当該研究の責任者が、平成 30 年 4 月 9
日に埼玉医科大学国際医療センターIRB 委員長に上申書を提出し、平成 30 年 5 月 2 日付けの決
定通知書にて承認されました。 
このような一連の追加事項発生のために、3 月実施の審査委員会報告が遅れました。 
